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新町大池公園があって，休憩をとることができる。
　我堂八幡宮は我堂旧集落の東部にある。延享元年（1744）の
両我堂村明細帳には「十五社明神」の名が見える。百舌鳥八幡
宮から勧請して祀った品陀別命を祭神とし，「厄除さん」の名
で親しまれている。廃仏毀釈で廃寺となったが，江戸時代には
境内に黄檗宗の神宮寺があった。我堂の名は神宮寺に因むもの
であるとされるが，詳細は不明である。境内には民俗資料であ
る６つの力石が並べられている。いずれも高さ50cm前後，横
幅40cm前後の卵形をしており，正面に「明治石」「金剛石」
「八幡石」「龍王石」「力石」の字が刻まれる。「力石」と刻まれ
た石だけは一対となり，「東連中」「西連中」の字が小文字で刻
まれている。「東連中」の小文字は「明治石」「金剛石」，「西連
中」の小文字は「八幡石」「龍王石」にも見える。往時，我堂の集落は東西に分かれ，それぞれの若人
衆が３つずつの力石を持ち上げて力を競ったのだろう。我堂八幡宮の力石が作られた時代は明治初年で
あり，行事は戦前まで続いた。
　我堂八幡宮から北上する道の口に重厚な山門をもつ善正寺がある。我堂八幡宮神宮寺の本尊であった
阿弥陀如来坐像（像高61.5cm）が客仏としてまつられている。善正寺は浄土真宗大谷派の寺院で，蓮
如直筆の「六字名号」，親鸞・顕如の画像が寺宝として伝えられる。
　善正寺の東築地に沿った道を北上し，西除川に架かる歩道橋を渡れば，天美西公園に着く。この公園
も児童の遊び場として整備され，手洗いもある。公園の西に隣接する今池水みらいセンターは東除川・
西除川流域の汚水を処理して大和川に流す浄水施設であり，この建設時に難波大道の跡が発見された。
今池遺跡という。難波大道は推古天皇21年（613）に難波から真南に通された大路であり，遺跡からは
側溝のついた路面幅17mの道が検出されている。
　面白いことに，平安時代に大道が廃絶されたとき，路面の中央に中央分離帯のような形で畦が通され
た。このことから次のような事実がわかる。まずは真北を測定して難波宮から真南に軸線を引かれた。
それを道路の中心線として難波大道が敷設された。大道の中心線を基準線として河内に条里が設定され
た。そして，大道が農地化した際，条里に合わせて道路の中心線に畦が通された。それらはすべて正確
な測量にもとづく工事であった。驚くべき古代の技術を天美西公園から西を眺めて語ることができるの
である。
　天美西公園で小休止をとったのち，さらに北上すれば，油上・芝の旧集落に入り，集落から北東に進
むと，出発地点である阿麻美許曾神社にいたる。その途中は地下道となる大和川線の工事によって切断
されているが，2014年の開通後は地上をどう整備するのだろうか。住宅地を交通渋滞緩和の犠牲にする
のではなく，願わくば，市民が憩える環境を整えていただきたいところである。
　以上が阿麻美許曾神社を出て，屯倉神社・阿保神社・柴籬神社・布忍神社・我堂八幡宮の５社を巡
り，再び同社に戻るモデルコースである。道中にはさまざまな時代のさまざまな文化財が点在する。旧
地形の痕跡も観察眼の持ちようで楽しめる。この研究ノートでは開運松原六社参りが観光に資する可能
性を探った。次に行うべきことは，周辺の文化遺産に対するより緻密な調査と巡拝路の環境整備に向け
ての提言であろう。「地域社会の要望と課題に応え，その発展に貢献する」目標を高らかに掲げた阪南
大学が全学をあげて六社参りの発展を支えてゆくことを願う次第である。
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